
２　水道事業会計

〔概要〕

〔収益的収支及び資本的収支〕

収益的収支 資本的収支

予算額（千円） 予算額（千円）

料金収入 3,714,046 企業債 750,000

その他収入 445,921 工事負担金 114,134

収 入 計 4,159,967 他会計補助金 94,912

職員給与費 1,048,446 収 入 計 959,046

受水費 147,717 原浄水施設費 73,700

補修費等 170,272 配水施設費 1,372,098

減価償却費 1,135,800 その他建設改良費 147,280

支払利息 98,785 企業債償還金 909,280

その他支出 1,050,429 支 出 計 2,502,358

支 出 計 3,651,449 △ 1,543,312

508,518

△ 144,659

363,859

300,000

1,386,665

差　　　引

消費税及び地方消費税

当年度純利益
（△は当年度純損失）

その他未処分利益剰余金変動額

未処分利益剰余金
（△は未処理欠損金）
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令和２年度水道事業会計予算は、業務の予定量として、給水戸数 72,413 戸、年間給水量 19,569

千ｍ3 を見込み、これらに必要な諸経費及び料金収入等を計上しました。 

まず、収益的収支ですが、水道事業収益の 4,159,967 千円から消費税及び地方消費税分 356,825

千円を控除し、水道事業費用の 3,651,449 千円から消費税及び地方消費税分 212,166 千円を控除し

た結果、当年度純利益は 363,859 千円となります。 

次に、資本的収支ですが、主な事業としては、広瀬浄水場の薬品注入設備更新事業や、耐震診

断結果を踏まえた配水池等の耐震補強事業、配水管の耐震化を図る管路更新事業などの建設改良

費を計上しました。 

収入においては、これら支出に対応する財源として、企業債、工事負担金等を計上しました。 

その結果、資本的収入 959,046 千円、資本的支出 2,502,358 千円となり、差引 1,543,312 千円の財

源不足となる見込みですが、これは、損益勘定留保資金等で補てんすることとしました。 

 

資本的収支差引不足額は、損益勘定留保資金等

で補てんします。 
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